












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(5) Binding，Handbuch des Strafrechts，AUgem． TeLS. 760f；ｖｏｎＡｍｍｏｎ，
rechtswidrigeBefehLS、２４f[：最近では，Ｈ、ＤｅｒｈｉｎＨｌ｡､HB
recht,A11gem．
:，Ｈ･Mayer，Straf
krltikderNOtSfZUnd‐TeU,Ｓ189.そして,現在では,Maurach，
slehre,Ｓ９９．
(6)VgLOtto,PflichtenkollisionandRechtswidrigkeitsurteil， 2,AufL，Ｓ70.
(7)例えば，Dohna,DieRechtswidrigkeitalsallgemeingiiltigesMerkmalin
TatbestandstrafbarerHandlungen，Ｓ、127；Bockelmann，Strafrechtliche
Untersuchungen，Ｓ８５．
(8)例えば，Beling,GrundziigedesStrafrechts,11.Ａｕf1.,s３３;Ｏ】shausen,ＫＯ‐
mmentarzumStrafgesetZbuch,ユ0.AufL，§５２Ziffl4．
展望一むすびにかえて－四
生命対生命が衝突する場合の極限状況に置かれて－緊急避難の象結局，
が念頭にあるのではない一 相手方との関係で， 自己の生命を救う行為に
ついては，画一的な解決は放棄せざるを得ないのではないかとおもわれる。
（１）例えばシュレーダーIま，第三帝国において行なわれた安楽死事件について，
施術をなした医師の行為の評価に関し，有責でないと解し，上例の登山者の
（２）
事例について，これを正当化事由とａ;Aているのである。小論の考察の意図
なかんずく義務衝突の法的性格の解明にあった。刑法上の緊急行為， 限Iま，
いつの時代でも存在していたことは想像にかたくないところから，界状況は，
緊急権理論が，史的にどのよ うな発展の道程を辿ってきたかを考察すること
ころに史的素描のねらいがあった解決の端緒をつかもうとするとによって，
のである。 学説史の考察から知り得た二大潮流は， 今もなお，大きな渦をな
鋭く問いかけるものをもっている。 二つの鋭い問題提起は， 現代社会して，
8６
問題が複雑な様相を呈しているかに糸えながらも，においては，外見上，
お，まだ無視し得なＩ
な
無視し得ないものをもつようにおもえる。
問題解決のための理論構成は別稿に個別的事例の個々的解決をふくめて，
ゆずられることになる。
不治の精神病者大量虐殺の秘密命令を受けた。(1)ナチ政権下，一部の精神病医が，
受命の医師らは，一部の患者名簿をやむなく提出した。名簿の提出を拒否したな
らぱ，他の医師（受命をうけた者以外の）がより完全な名簿を提出し,ために,あ
らゆる患者の生命が奪われると考えたからである｡VgLSimson,EinjazurSte．
rbehilfeausBarmherzigkeit；PersijnlichkeitinderDemokratie，Festschrift
fiirSChwinge,Ｓ９０．
(2)Sch6nke-Schr6der，Strafgesetzbuch-Kommexltar,１１．AufL，§５１Vorbem
48,ｓ､325;(1963)18.Aufl.,§３２Vbrbemll7S423.(1976)。
昭和52年６月14日比較法制研究所所員研究会において，本稿は， ｢刑法におけ
Lを，紙幅のる緊急行為論の史的素描」 と題してなされた口述原稿をもとに， これを，
ほぼ５分の１に圧縮したものである。同研究所の御好意により印刷に付関係で，
した次第である。繁簡よるしきを得ず，
食あるが，機会を詮て，補正をする所】
読承なおして染ると意に象たない点も多
補正をする所存である。比較法制研究所所員各位，ま
た，辛抱づよく，上のわたく
感謝するものである。
しの作業をまって下さった編集担当の矢辺学教授に
